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　　ChatGPT神対応！（後編）
【前号のあらすじ】筆者のキャリアを総括すべき第 35 回日本肝胆膵外科学会の開催を目前に控え， 
スペインの F 教授から体調不良のためドタキャンのメールが入り事務局は大混乱，代理講演は？事
態収拾のため，海外関係者に連絡の必要，だが時間がない…そうだ ChatGPT でササッと英文メール
を！学んだばかりの入力方法を思い出しながら…よ～し，これで良いはず，「Go！…アレッ？　何だ
こりゃ！！」
【後編】…モニター上に日本文がズラズラ，“英文メール作成”の指示を書き忘れたのが原因．気を取
り直して指示文を修正，再び Go！！…すると，モニター上に英文が流れるように書き出され，10 秒
ほどで完了．内容を見てビックリ！書き出しと結びは完璧な英文メールフォーマット，当方の依頼内
容は完璧に網羅され，驚くべきは頼みもしないのに「急なお願いで」「F 先生の一日も早い回復を」
など相手を気遣う言葉が短く添えられている．直訳しかできない翻訳ソフトとは異なり，当方の意を
汲んで適切な英文を作るので，ネイティブ並みの英語クオリティ．まるで超有能金髪秘書の神対応！　
無事に F 教授の代理講演も決まり，ホッと胸を撫で下ろす．その後，学会が終わるまで何度 Chat-
GPT に助けられたことか．宴席の挨拶，宿泊・交通手配のトラブル解決，都内グルメ紹介等々．学
術的な面では情報の検索，要約，翻訳，データ整理，発表スライド作成などあらゆる面で活用が広がる．
　米国の一新興企業である OpenAI が ChatGPT を公開したのが 2022 年 11 月，たった 2 か月でアク
ティブユーザーが 1 億人を突破，IT の雄 GAFAM 各社を震え上がらせるほどの大きなウェーブと
なって世界を駆け巡った．今や Microsoft Bing AI，Google Bard，Amazon Titan を始め多くの新た
な AI が公開され，画像，音楽，動画生成などあらゆるアプリケーションで利用されている．『Chat-
GPT に仕事を奪われる』『ChatGPT を使うのはカンニングと一緒』『ChatGPT は平気で噓をつく』
など，確かにネガティブな意見はあり，誤った使用を避けるためのガイドラインが教育・研究分野で
も整備されつつある．しかし，生成 AI の津波のような大きなうねりはもう止まらない．筆者はキャ
リアを総括する学会主催において，奇しくも公開されたばかりの ChatGPT に大いに助けられるとい
う幸運を得た．さらに言えば，このとき得た生成 AI の知識により，若い教室員に少しだけ知ったか
ぶりができるというオマケが付いてきた訳である．「これはハマるぜ！！」 （田邉　稔）
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